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第307図  SB3007・ EHl平断面図
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第310図  SB3007・ EHl遺物出土状況図

遺物出土状況 竃の南側や南北の壁際を中心に遺物のまとまりがみられた。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2は須恵器の杯身である。 3～ 6は土師器の甕である。 7～ 12は

製塩土器である。13は手捏ねのミニチュア土器である。14は泥岩製の砥石である。

時期 出上 した遺物から古墳時代中期 (6世紀第 1四半期・TK47並行期)と 考えられる。

5号竪穴住居跡 (SB3005)(第 293・ 294図 )

検出場所 1998年度調査 5-1区  Loc.Gl・ βⅢ・A18・ 19・ B18。 19グ リッド

形態・規模 平面形態は北側と西側が調査区外に延びているため不明である。残存する深度は0,45mで

ある。

上層 3層 に分層される。

柱穴 検出されていない。

電 検出されていない。

遺物出土状況 2～ 3層 を中心として遺物や炭化物が検出されている。

出土遺物 1は土師器の壼である。日縁部の内外面に沈線による装飾が施されている。 2は土師器の重

である。底部外面にヘラ記号が施されている。 3は土師器の甕である。 4～ 6は土師器の高杯である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (6世紀前半以降)と 考えられる。

6号竪穴住居跡 (SB3006)(第295～ 305。 1066図 )

検出場所 1998年 度調査 6区  Loc.Gl・ αⅢ・014・ P14・ P15グ リッド
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形態 。規模 平面形態はほぼ方形を呈 し、長軸5.30m、 短軸5.20m、 表面積は約27.6ド を測る。残存す

るは深度約0.33mである。

上層 20層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

宅 東壁のほぼ中央部に 1基検出されている。袖部と燃焼部が検出されており、右側の袖部には補強の

ための立石が残置していた。東壁付近は試掘坑で失われているため煙道部の状況は不明である。焚き口

1 オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
2 黄  掲  色 (25Y5/6)砂質土
3 オリーブ掲色 (25Y4/6)粘 性秒質上
4 黄  褐  色 (25Y5/4)砂質土
5 黄  掲  色 (25Y5/6)砂質土

第313図  SB3008平断面図
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第317図  SB3009・ EHl・ EKl平断面図

部分に焼上の拡が りがみとめられた。下部構造は不整な楕円形の上坑が掘削されてお り、長軸1.lm、

短軸0。 8m、 深度0.18mを 測る。

遺物出土状況 竃の周辺部および南壁沿いの床面を中心として遺物が検出された。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2は須恵器の高杯である。 3は須恵器の甕である。 4～ 6は土師

器の甕である。7～ 10は土師器の鉢である。11は 土師器の杯である。12・ 13は製塩土器である。14～ 18、

20、 21、 23、 24は砂質片岩の剥片である。19は砂質片岩の敲石。22は 泥質片岩製の支脚と考えられる。

第1066図 1は須恵器の杯身である。 2は土師器の妻である。

時期 出土 した遺物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TK47並行期)と 考えられる。

7号竪穴住居跡 (SB3007)(第 306～ 312図 )

検出場所 1999年 度調査 4区 Loc.Gl・ αⅢ・S6・ 7・ 8・ T7
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第320図  SB3009・ EHl・ EKl下部構造遺物出土状況図

形態・規模 平面形態は南側を後世の溝に切られているためはっきりとしないが、長方形を呈するとみ

られる。長軸6.30m(残 存値 )、 短軸5。 60m、 表面積は約35,3♂ を測る。残存する深度は0.20mである。

土層 12層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

竃 北東側の壁のやや南寄 りに 1基検出されている。石製の支脚を持つ。袖部、燃焼部が検出されてお

り、煙道部は検出されていない。焚き口部分の両袖と天丼は石が組まれている。下部構造は隅丸長方形

の土坑が掘削されており、長軸1,08m、 短軸0,98m、 深度0,16mを 測る。

遺物出土状況 竃の左側を中心として遺物が検出されたが、遺構検出面上面の上器の集中部は平安時代

の土器溜まりであり、床面付近からは古墳時代の甕 (20、 21)な どが出土 している。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2は須恵器の重である。 3～ 11は土師器の杯である。12～ 14は 土

師器の皿である。15は土師器の鉢である。16～ 21は土師器の甕である。22は土師器の甑である。23は 製

塩土器である。24は竃である。25。 26は砂質片岩の剥片である。いずれも受熱 している。

時期 床面出土の遺物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TK-47並行期)と 考えられる。

8号竪穴住居跡 (SB3008)(第313～ 315図 )

検出場所 1999年 度調査 4区 Loc,Gl・ αⅢ・T5。 6・ βⅢ・A5・ 5グ リッド

―-239-―



盤 ふ鋸

船
ω
蛍
国
　
∽
田
ω
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｉ
卜
肺
さ

（
一
）

―-0ラ Z――

葛癬
:ミ

=

工
Ｏ
ｏ
ヨ



Ⅷ

0                10cm

第322図  SB3009出土遺物 (2)
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第325図  SB3009出土遺物 (5)

形態 。規模 平面形態は北側を後世の溝に切られているためはっきりとしないが、方形または長方形を

呈するとみられる。長軸4,90m、 短軸3.70m(残存値 )、 表面積は約18,1♂ (残存値)を 測る。残存す

る深度は0,23mである。

土層 3層 に分層される。

桂穴 柱穴は4基検出されている。

竃 北壁に存在 していたと考えられるが残存 していない。

遺物出土状況 遺構検出面上面を中心に遺物が検出されている。

出土遺物  1・ 2は須恵器の高杯である。 3は土師器の甕である。

時期 出土 した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。

9号竪穴住居跡 (SB3009)(第316～ 325図 )

検出場所 1999年 度調査 4区 Loc.Gl・ βⅢ・C6・ 7グ リッド

形態・規模 平面形態は長方形を呈し、長軸4。 25m、 短軸3,70m、 表面積は約15,7♂ を測る。残存する
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第327図  SB3010・ EHl平断面図

深度は0。 38mである。

土層 20層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

竃 北壁のやや東寄 りに 1基検出された。石製の支脚を持つ。袖部、燃焼部、煙道部が検出された。燃

焼部と煙道部の境は結晶片岩の板状の石によって仕切られている。焚き口および支脚の周辺に焼上、戊

化物の拡が りが検出されている。また竃の右脇からは楕円形の土坑が 1基検出されてお り、長軸0.8m、

短軸0,73m、 深度0.25mを 測る。下部構造は隅九長方形の上坑が掘削されており、長軸1.05m、 短軸0,76
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第329図  SB3010・ EHl遺物出土状況図

m、 深度0.24mを 測る。

遺物出土状況 土坑内および床面中央部、そして南東隅を中心に遺物が検出された。

出土遺物  1・ 2は須恵器の杯蓋である。 3は須恵器の杯身である。 4は須恵器の奏である。 5・ 6は

土師器の杯である。 7は土師器の重である。 8～ 14は 土師器の甕である。15・ 16は土師器の鉢である。

17～ 21は砂質片岩の剥片である。21は支脚に使われた砂質片岩の礫である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TK-47並行期)と 考えられる。

10号竪穴住居跡 (SB3010)(第 326～ 333・ 1067図 )

検出場所 1998年 度調査区6区、1999年 度調査 4区 Loc,Gl・ βⅢ・F8・ 9・ G8,9グ リッド

形態・規模 平面形態はほぼ方形で、長軸5,33m、 短軸5.10m、 表面積は約27。 2ポ を測る。残存する深

度は0。 40mである。
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第330図  SB3010。 EHl下部構造遺物出土状況図

土層 19層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

電 北壁のほぼ中央部で 1基検出された。石製の支脚を持つ。袖部、燃焼部と煙道部が検出されている。

焚き口から燃焼部にかけてと煙道部の一部で焼上の拡が りが確認された。下部構造は楕円形の上坑が掘

削されており、長軸1,15m、 短軸0.83m、 深度0.22mを 測る。

遺物出土状況 竃内およびその周辺部を中心として床面から検出されている。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2・ 3は須恵器の甕である。 4～ 7は土師器の甕である。 8は土

師器の高杯である。 9は砂質片岩の剥片である。10は泥質片岩の敲石である。11は砂岩の剥片である。

12は砂岩の支脚である。11は釘である。第1067図 1は須恵器の杯身である

時期 出土 した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。
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W
L=5,500m

1 オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
2 オリーブ褐色 (25Y4/3)砂質土
3 オリーブ褐色 (25Y4/6)砂質土
4 オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
5 オリーブ掲色 (25Y4/3)砂質土
6 責  褐  色 (10YR 5/6)砂質土

E W
L=5,500m

E

1 オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
2 オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土 0                 2m

SB3011平断面図
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第335図  SB3011・ EHl平断面図

11号竪穴住居跡 (SB3011)(第 334～ 339図 )

検出場所 1998年 度調査 6区 Loc.Gl・ βⅢ・H14。 15,114・ 15グ リッド

形態 。規模 平面形態は方形または長方形を呈すると考えられるが、北側は SB30121こ 切 られてお り、

東側は調査区外に延びている。長軸5。 35m(残存値 )、 短軸3.45m(残存値 )、 表面積は18.5ポ (残存値 )

である。残存する深度は0。 48mである。

土層 6層 に分層される。

柱穴 柱数は4本柱と考えられるが、西側の 2基が検出された。

寵 北壁付近に焼土を含んだ亀の下部構造とみられる土坑の掘削がみとめられた。また支脚と考えられ

る受熱 した結晶片岩の剥片も検出されている。

遺物出土状況 北側の床面を中心に検出された。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2は須恵器の甕である。 3～ 5は土師器の甕である。 6～ 8は砂

質片岩の剥片で、そのうち 7は支脚と考えられる。

時期 出土した遣物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TK47並行期)と 考えられる。
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第336図  SB3011遺物出土状況図

12号竪穴住居跡 (SB3012)(第340～ 344・ 1068図 )

検出場所 1998年 度調査 6区 Loc,Gl・ βⅢ・114・ 15・ J14グ リッド

形態・規模 平面形態は方形または長方形を呈すると考えられるが、東側は調査区外に延びている。長

軸3.85m(残存値)、 短軸2.60m(残存値)、 表面積は約10,0ぽ (残存値)である。残存する深度は0.40

mである。

土層 4層 に分層される。

柱穴 柱数は4本柱と考えられるが、西側の2基が検出された。
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第338図  SB3011出土遺物
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第340図  SB3012
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第342図  SB3012出土遺物 (1)
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2 掲    色 (10YR 4/4)砂 質土
3 褐    色 (10YR 4/4)砂 質土
5 にぶい黄褐色 (10YR 4/3)砂 質土
6 にぶい赤褐色 (5YR 4/3)砂質土 娩上を多く含む
7 オリーブ掲色 (25Y4/3)砂 質土
8 掲    色 (7 5YR4/4)砂 質土
9 にぶい黄褐色 (10YR 5/4)砂 質土
10掲    色 (10YR 4/4)砂 質土
11 掲    色 (7 5YR4/3)砂 質土 焼土を多く含む
12褐    色 (10YR 4/6)砂 質土 焼上を多く含む
13責  褐  色 (25Y5/3)砂 質土
14 オリーブ掲色 (25Y4/4)砂 質土
15 オリーブ褐色 (25Y4/6)砂 質土
16掲    色 (10YR 4/4)砂 質土
17赤  掲  色 (5YR 4/6)砂質土 焼土を多く含む
18 にぶい責褐色 (10YR 4/3)砂 質土
19黄  掲  色 (10YR 5/6)砂 質土
20黄  褐  色 (25Y5/6)砂 質土
21 オリーブ掲色 (25Y4/6)砂 質土
22明  褐  色 (7 5YR5/6)砂 質土 焼上を多く含む

第346図  SB3013・ EHl平断面図
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第347図  SB3013・ EHl下部構造図
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第349図  SB3013・ EHl

0                   1m

遺物出土状況図

竃 検出されていない。

遺物出土状況 床面のほぼ全体に拡がるように遺物が検出された。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。2・ 3は須恵器の杯身である。4・ 5は須恵器の高杯である。6・

7は土師器の甕である。 8～ 12・ 14は砂質片岩の剥片である。そのうち12は支脚である。13は砂岩の受

熟剥片である。第1068図 1は須恵器の杯身である。外面底部にヘラ記号を持つ。

時期 出上 した遺物から古墳時代中期末 (5世紀第 4四半期・TK23並行期)と 考えられる。

13号竪穴住居跡 (SB3013)(第 345～ 352図 )

検出場所 1998年 度調査 6区 Loc.Gl・ βⅢ・G12・ 13,H12・ 13グ リッド

形態 。規模 平面形態は長方形を呈 し、長軸5,73m、 短軸5.23m、 表面積は約29.96ぽ を測る。残存す

る深度は0.43mである。

土層 22層 に分層される。

柱穴 主柱穴 4本に加えて、北側に2本の存在が想定されるが、北西隅は試掘坑により失われている。

竃 東壁南寄 りに 1基検出されている。袖部と燃焼部が検出されてお り、焼上の拡が りも確認できた。
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E B

第357図  SB3015。 EHl遺物出土状況図

オリーブ褐色 (25Y4/3)砂質土
オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土
暗 灰 黄 色 (25Y4/2)粘性砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/3)粘性砂質土
にぶい赤褐色 (5YR 4/4)砂質土
黄  掲  色 (25Y5/3)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/3)粘性砂質土
オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土 焼土を含む
黄  掲  色 (25Y5/3)粘性砂質土
黄  褐  色 (25Y5/4)砂質土
にぶい赤褐色 (5YR 4/4)粘性砂質土 焼土を多く合む
オリーブ掲色 (25Y4/3)粘性砂質土
掲    色 (7 5YR4/3)砂質土
黄  褐  色 (25Y5/4)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
掲    色 (10YR4/4)砂質土
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第358図  SB3015遺物出土状況図
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第359図  SB3015。 EHl下部構造遺物出土状況図
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第360図  SB3015出土遺物
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褐    色 (10YR4/4)砂質土

第361図
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オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
暗 灰 黄 色 (25Y4/2)粘 性砂質土 炭化物・焼上を含む
暗オリー弟 色 (25Y3/3)砂質土  焼土を多く含む
黄  褐  色 (25Y5/4)砂質土
暗 灰 黄 色 (25Y5/2)砂質土
黄  掲  色 (25Y5/4)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
黄  掲  色 (25Y5/4)砂質上
オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
黄  掲  色 (25Y5/4)砂質土
掲    色 (10YR4/4)砂質土
にぶい責褐色 (10YR5/4)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土
褐    色 (10YR 4/4)砂 質土
黄  褐  色 (25Y5/4)砂質土
オリープ褐色 (25Y4/4)砂質土
褐    色 (7 5YR4/3)砂質土
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第364図  SB3016遺物出土状況図

下部構造はほぼ円形の上坑が掘削されており、径0.98m、 深度0。 26mを 測る。

遺物出土状況 床面の上面から2層 を中心として遺物が集中して検出されている。名内は検出面上面に

遺物の集中がみられた。

出土遺物 1～ 3は須恵器の杯蓋である。 3は外面天頂部にヘラ記号を持つ。 4・ 5は須恵器の杯身で

ある。 6は須恵器の高杯である。 7～ 9は須恵器の甕である。10～ 16は土師器の甕である。16は体部の

下部に穿孔跡がみられる。17は土師器の杯である。18は製塩土器である。19・ 20は砂岩の受熱した剥片

である。21・ 22は砂質片岩の剥片である。

時期 出上 した遺物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TI望 7並行期)と 考えられる。

14号竪穴住居跡 (SB3014)(第353・ 354図 )

検出場所 1998年 度調査 6区 Loc.Gl・ βⅢ・112・ 13・ J12・ 13グ リッド

形態・規模 平面形態は方形または長方形を呈すると考えられるが、北側は調査区外に延びている。長

軸6.55m、 短軸3.38m(残存値 )、 表面積は約22.1♂ (残存値)である。残存する深度は0.44mである。

土層 5層 に分層された。
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第365図  SB3016・ EHl遺物出土状況図

柱穴 柱数は4本柱 と考えられるが、南側の 2基が検出された。

竃 検出されていない。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 とは須恵器の杯蓋である。外面天頂部にヘラ記号を持つ。 2・ 3は須恵器の杯身である。4

～ 8は土錘である。

時期 出土 した遺物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TK47並行期)の可能性が高いと考え

られる。

15号竪穴住居跡 (SB3015)(第355～ 360図 )

検出場所 1998年 度調査 6区 Loc.Gl・ βⅢ・H■ 。12・ 111・ 12・ Jll・ 12グ リッド

形態・規模 平面形態は方形または長方形を呈すると考えられるが、北恨1は調査区外に延びている。長

軸6.13m、 短軸5。 33m(残存値 )、 表面積は約32,7♂ (残存値)である。残存する深度は0,38mである。

土層 18層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

竃 北壁のほぼ中央部に 1基検出されている。袖部および燃焼部が検出されてお り、焼上の拡が りも確
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認された。煙道部の有無はは調査区外に延びているため不明である。下部構造は楕円形の上坑が掘削さ

れており、底部に焼上の拡が りが確認された。土坑の規模は長軸1.18m、 短軸0。 96m、 深度0。 21mを測

る。

遺物出土状況 竃の周辺部を中心に検出されている。

出土遺物 1は須恵器の杯身である。 2～ 5は土師器の奏である。

時期 出上 した遺物から古墳時代後期以降と考えられる。

16号竪穴住居跡 (SB3016)(第361～ 368・ 1069図 )

検出場所 1998年度調査 6区 Loc,Gl・ βШ・Gll・ 12・ Hll・ 12グ リッド

形態 。規模 平面形態はほぼ方形を呈し、長軸4.13m、 短軸3.70m、 表面積は約15。 3♂ を測る。残存す

る深度は0.38mである。

土層 24層 に分層される。

周壁溝 四方向の壁沿いから周壁溝が検出された。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

.・
 ・ ・   _ 雪 "う 宅
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竃 東壁のほぼ中央部に 1基検出されている。石製の支脚を持つ。袖部および燃焼部が検出されており、

焚き口付近の右側袖部には結晶片岩の剥片が補強材として使用されていた。下部構造は楕円形の土坑が

掘削されており、長軸1,00m、 短軸0,73m、 深度0.33mを 測る。

遺物出土状況 竃周辺および壁沿いを中心として遺物が検出されている。

出土遺物 1・ 2は須恵器の杯蓋である。 3・ 4は須恵器の杯身である。 5は須恵器の高杯である。 6

～14は土師器の甕である。15は土師器の鉢である。16～ 19は結晶片岩の剥片である。いずれも受熟が激

しく、電の部材 として利用されている。第1069図 1は須恵器の杯蓋である。 2は須恵器の杯身である。

時期 出土 した遺物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TK47並行期)と 考えられる。

17号竪穴住居跡 (SB3017)(第 369～ 375。 1070図 )

検出場所 1998年 度調査 6区 Loc.Gl・ βⅢ・H10'19,10グ リッド

形態・規模 平面形態はほぼ方形を呈し、北西隅は調査区外に延びている。規模は長軸4.60m、 短軸4.28

m、 表面積は約19.7♂ を測る。残存する深度は0.45mである。

上層 22層 に分層される。

周壁溝 四方向の壁沿いから周壁溝が検出された。

Ｅｏｏいば＝削陶Ｏ
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19号竪穴住居跡 (SB3019)(第379～ 388図 )

検出場所 1999年 度調査 4区 Loc.Gl・ βⅢ・F7・ 8

形態・規模 平面形態はほぼ方形を呈し、長軸6.63m、

る深度は0,38mである。

土層 24層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

0                  2m

・G7・ 8・ H7・ 8グ リッド

短軸6.43m、 表面積は約42.6♂ を測る。残存す

第380図  SB3019・ EP断面図

柱穴 柱穴は4基検出されている。

電 東壁のやや南寄 りから1基検出されている。袖部および燃焼部と壁から僅かに張 り出した煙道部が

検出された。焚き口から燃焼部にかけて焼上の拡がりか検出されている。下部構造は楕円形の土坑が掘

削されており、長軸1.23m、 短軸1,06m、 深度0.33mを 測る。

遺物出土状況 竃周辺および床面のほぼ全域に拡が り、 2～ 3層 を中心に検出された。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2～ 4は須恵器の杯身である。 5は須恵器の甕である。 6～ 10は

土師器の奏である。11・ 12は製塩土器である。13は砂岩の砥石である。14・ 15は砂質片岩の剥片で、そ

のうち15は支脚である。第1070図 1は須恵器の杯身である。

時期 出上 した遺物から古墳時代後期初頭 (6世紀第 1四半期・TK47並行期)と 考えられる。

18号竪穴住居跡 (SB3018)(第 376～ 378図 )

検出場所 1998年 度調査 7区 1999年 度調査 4区 Loc.Gl・ βⅢ・H8,9・ 18・ 9・ J8グ リッド

形態・規模 平面形態は方形または長方形を呈すると考えられるが、北側および東側は調査区外に延び

ており、煙道部の一部のみが検出されている。長軸7.33m(残存値 )、 短軸3.95m(残存値 )、 表面積は

約30.0♂ (残存値)である。残存する深度は0。 33mである。

土層 3層 に分層される。

柱穴 柱数は4本柱 と考えられるが、南側の 2基が検出された。

竃 北壁やや西寄 りに存在するとみられるが調査区外である。

遺物出土状況 床面中央部と西壁を中心として検出されている。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2は土師器の高杯である

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。

―-290-―



ZI

Ｅ

ｏ
ｏ
い
．甲
＝

コ

ー
ー
ー
ー
‐
Ш

∽

A型生
L=5,600m

E B

_三_D

第381図  SB3019・ EHl平断面図

I 」壁_            」堅_J
L=5,600m

CE当当孔600m
E H

C両
,600m

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

勘
　
掲
韓
掲
掲
褐

り・ブ掲
　

り・ブ掲
掲

に
掲
責
に
黄
黄
黄
オ
掲
オ
責

む

時　　　　　螂

呻叫蝉蝉叫帷呻呻弾申呻蝉

弱
“
閉
翻
開
“
開
睛
開
叡
靱
鍋

附附鰤鰤附的附附附瞬帥附

砦
り・ブ掲色

時
眸
騨

色
眸
眸
眸

　
弾
蜘

黄
オ
黄
暗
責
掲
黄
黄
黄
　
に
暗

１

２

３

５

７

８

９

１０

１‐

　

１２

‐３

(5YR 4/4)粘性砂質土 炭化物・焼土多く含む
(7 5YR4/4)砂 質 土
(10YR5/6)砂 質 土
(25Y6/4)砂 質 土
(25Y5/4)砂 質 土
(25Y5/4)砂 質 土
(25Y5/3)砂 質 土
(25Y4/6)細   砂
(7 5YR4/3)粘 性砂質土
(25Y4/6)砂 質 土
(25Y5/4)砂 質 土

0                   1m

―-291-―



ノ どヽ駕
よケ)東へlm

C[Ξ
三二600m

A型上
L=5

E B

0                 2m

第382図  SB3019遺物出土状況図

―-292-―


